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理論天文学宇宙物理学懇談会 報告会
2021年9月13日(天文学会)/16日(物理学会)

via Zoom
• 会計報告
• 天文台からの報告
• 基研からの報告

• 事務局ローテーション確認
• 議題・報告

• 理論懇シンポ：オンライン？
• 若手発表賞の規定変更
• 選挙の予告と確認
• 国立天文台将来シンポジウム

議事録をつけるため
録画します



現運営委員会（2020年12月から）
• 2021年11月末まで
柳 哲文（名古屋大） 副委員長
野村 英子（国立天文台）
西道 啓博（京大基研）
當真 賢二（東北大天文） 委員長
久徳 浩太郎（京大天体核）

• 2022年11月末まで
守屋 尭（国立天文台）
馬塲 一晴（福島大）
井上 芳幸（大阪大）
富田 賢吾（東北大天文） 事務局会計兼務
仏坂 健太（東大ビッグバンセンター）

吉田 至順（東北大天文） 事務局長（2019年10月～2021年9月末）



会計報告
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国立天文台報告
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2021.9.16�2022.1.14 
ARMONI, Adi �Swansea University
�	

2021.12.19�2022.3.31
HUANG, Xu-Guang �Fudan University
�	

2022.1.1�2022.3.31
DHAR, Abhishek

�Tata Ins3tute of Fundamental Research
�	

2022��
COLÒ, Gianluca   �University of Milano
�	
RAUSSENDORF, Robert �University of Bri3sh Columbia
�	
SENOVILLA, José María MarIn

�University of the Basque Country
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  Second Kyoto Workshop on Quantum Information, 
Computation, and Foundation

  3

  6 6

  8th Korea-Japan Workshop on Dark Energy 
  QCD phase diagram and lattice QCD
  Recent Progress of Quantum Cosmology
  5 1 0 6 3

  KIAS-YITP 2021 String Theory and Quantum Gravity
  4 - 7 / 6
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25th Anniversary Symposium of German-Japanese Joint 
Research Project on Nonequilibrium Statistical Physics 
Perspectives for Future Collaboration

9 1 5 -2/ 3 0

Galaxy shape staCsCcs and cosmology
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YKIS2022a “Gravity - The Next Generation-” ������

�2022.2.14-18�

2022��
“Mean-field and Cluster Dynamics in Nuclear Systems 
2022 (MCD2022)”
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YKIS2022b “Developments in Physics of Unstable Nuclei” 
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事務局ローテーション
• 3Nルール
「常勤（任期５年以上）の理論懇スタッフが3N人以上
いる研究機関は、一回のローテーション中でN回担当す
る。
ここでNは零以上の整数。事務局の任期は１年ごとの持
ち回りで、10月1日から翌年9月30日までとする。」

• N≧2に該当するのは・・・
N=3: 国立天文台科学研究部
N=2: 名大理、東大物理・RESCEU合同、東北大天文、

筑波大物理、東大柏(ICRR/IPMU)



ローテーション（確認）
東大天文 à 東大柏（２年）à 弘前大 à KEK à 理研
à京大天体核 à 京大宇物 à 東北大天文（２年）
à 東北大天文（2年：今ココ） à 名大物理（２年）
à 東大教養 à 京大基研
à 東大物理・RESCEU合同（２年） à 阪大宇宙進化
à 国立天文台科学（３年）à 筑波大物理（２年）
à千葉大物理 à 東工大物理・地惑 à東大天文にもどる



場所： 東大宇宙線研究所＋IPMU
日程： 2021年12月22日（水）－24日（金）
テーマ： “挑戦的アイデアで広げる宇宙物理の可能性”
LOC: 浅野勝晃(chair)、川崎雅裕、田越秀行、川口恭平、衣川智弥、高田昌広(IPMU)
SOC: 當真賢二(chair)、柳哲文、 野村英子、西道啓博、久徳浩太郎、守屋尭、
馬塲一晴、井上芳幸、 富田賢吾、仏坂健太、吉田至順
財源： 理論懇予算、天文台研究集会（464千円、3月30日採択）

概要：現在の理論天文学・宇宙物理学は、大規模な装置による観測や大型計算機による数値シ
ミュレーション、そして大型科研費の計画的研究を実行し、各分野の大問題の解決に向けて着
実に成果を上げている。一方で、ダークマター・ダークエネルギーの正体等、未だ糸口さえ見
つからない問題があることは事実である。また多くのシニア・若手研究者が計画的研究に注力
することで、その分野の考え方の幅が狭まっていく恐れもある。このような状況では、大規模
な計画的研究を進める傍ら、別の多種多様な研究テーマや方法を探り、ダイバーシティを維持
しておくことが肝要であろう。それにより予想外の観測結果に対応したり、学際研究によって
新しい突破口を見出したりすることが可能となる。本シンポジウムでは、様々な分野のエキス
パートを招いて各分野の進展をレビューしてもらうことに加え、その方々の挑戦的なアイデア
あるいは国内外の新奇な研究の試みについて紹介していただき、多様な議論を行うことを目的
とする。なお、幅広いトピックの口頭講演およびポスター発表も例年通り募集する。また博士
取得見込みの者に優先的に発表の機会を与え、若手発表賞も実施する。

理論懇シンポ2021



招待講演者リスト（確定）
• 兼村 晋哉（阪大）: 宇宙論・真空相転移・重力波
• 鎌田 耕平（東大）: 宇宙論・磁場起源
• 菅野 優美（九大）: 量子宇宙論
• 林 航平（東北大）: 銀河考古学・ダークマター
• 住 貴宏（阪大）: 系外惑星・重力レンズ
• 橘 省吾（東大/宇宙研）: 宇宙鉱物・はやぶさ２
• 藤井 友香（天文台）: 系外惑星・アストロバイオロジー（キャンセル）
à 生駒 大洋（天文台）: 惑星形成
• 井岡 邦仁（京大基研）: 高エネルギー現象
• 山田 章一（早大）: 超新星・高エネルギー現象
• 山崎 了（青学大）: 実験宇宙物理



オンライン開催？
•今のところ、完全オンライン（現地参加無し）
の予定
•もし以下の状況が実現すれば、現地開催に変更
したい
• 全国的に緊急事態宣言等が解除
• 県をまたぐ移動OK
• 東大宇宙線研究所の基準で行動制限が無い状態

• 10月中に決定する



来年度以降
• 基研ー本郷ー基研ー立教ー京大（宇物）ー天文台
ー名古屋ー基研ー天文台ー筑波大ーIPMUー天文台
ー阪大ー東北大ー東大ー基研ー天文台
ー名古屋(‘20)ーICRR+IPMU(‘21) ー福島大(‘22)

• 2023以降も開催地の立候補をお待ちしております。



理論懇シンポ若手発表賞の規定の変更

1. 対象は1年以内に博士学位取得予定の学生による、天文学あるいは宇宙物理学
の理論的研究の口頭発表。受賞の機会は一度に限る。

2. 審査は出版論文や博士論文を対象とはせず、口頭発表のプレゼンテーションの
みを評価の対象とする。

3. 当該シンポジウムのSOCが審査員を務める。
4. 受賞者は一人とするが、ふさわしい発表が無い場合は、受賞者無しとする。
5. 当該シンポジウムで簡単な授賞式を行い、賞状を授与する。
6. 賞金・賞品は与えない。

• 「受賞の機会は一度に限る」à 「審査の対象となる発表の機会は一度に限る」
D３発表した人が学位取得に失敗し、翌年D3発表に再チャレンジすることは無し
ということを明確化。

要承認→ 承認された



選挙の予告
9月から10月にかけて、以下の選挙を電子投票で行いますので、投票
お願いします。

• 日本天文学会代議員候補（公示前のため取り扱い注意）
※今回から、作業軽減のため「理論懇会員かつ天文学会正会員のリスト」

を作らない。当選者について、天文学会員かを確認する。

• APCTP (Asia Pacific Center for Theoretical Physics)日本委員
会委員候補 1名
※毎年投票率が低いです。積極的な投票お願いします（横山さん

(RESCEU)からのAPCTPの意義の説明を補足予定）。

• 理論懇運営委員 5名



学術会議 天文学・宇宙物理学分科会
/IAU分科会
• 宇電懇、光赤天連、高宇連、CRC、太陽研連、理論懇
の各委員長がオブザーバー参加 （2020年春から）
• 学術会議の見える化、各コミュニティとの連携

Ø第25期 第3回 2021/5/26



天文学・宇宙物理学分野の大型中型将来計画
とマスタープラン2023に関するシンポジウム

• 5月26日の学術会議天宇分科会にて、オブザーバー参加の各コミュニティ
の委員長に「方針説明」を依頼された。

• シンポプログラム公開直後の6月17日に天宇分科会委員長 林正彦氏に断り
のメールを送付

• 「理論懇の方針はコミュニティ全体には知られていませんし、また理論懇
がこの方針を持つに至った経緯や理由なども理解したいと思う人もいるこ
とでしょう。他の分野（観測）の研究者で、理論懇の役割に期待する人も
多いですので、その人たちには理論懇のからの説明は大きな意味を持ちま
す。」
という返答があり、方針説明を引き受けた。

• 8月4, 5, 10, 13日のシンポはオンライン開催された。
• 録画され、期限付きで公開。議事録は残されない。
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大型中型計画シンポジウム 2021年8月10日
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国立天文台将来シンポジウム
~波長を超えて将来計画を考える~
• 11月9-10日
• SOC: 今田晋亮（名古屋大）、大内正己（国立天文台）、小杉城治
（国立天文台）、小松英一郎（Max-Planck-Institute for 
Astrophysics）、齋藤正雄（国立天文台）、坂井南美（理研）、高
橋慶太郎（熊本大）、田中雅臣（東北大）、都丸隆行（国立天文
台）、藤井友香（国立天文台）

• 宇電懇、光赤天連、太陽研連、理論懇、V懇、CRC、高宇連に参加
依頼

• 7月8日にSOC委員長の齋藤氏から事前の【質問】と【講演者推薦の
お願い】を受けた。回答締め切り9月22日。

• 運営委員で話し合い、回答した。６名のレビュアー候補者を推薦し
た。







お返事ありがとうございました。下記考え方、レビュアーの推薦ありがと
うございました。
私から１つ質問です。
理論懇としては富岳というフラッグシップ以外に国立天文台で天体物理・
天文専用計算機システムというのは当然あるべきものと考えられているで
しょうか。
またそれは今でいうとアテルイIIのような汎用機、GPUのようなもの、また
専用計算機と想像しますが、本シンポジウムで他の将来計画と同じ土俵で
議論すべきものと考えていますか？ご意見あれば伺いたいと思います。

天文台スパコンについて
齋藤氏（シンポSOC委員長、国立天文台研究連携主幹）からの返信

ü SOC全体からの質問ではないことは確認した。
ü 返答案：
「私を含め現運営委員は、富岳だけでなく国立天文台の天文専用スパコンは
現在・将来の天文学の全体に（理論だけでなく観測・実験に対しても）非常
に重要と考えております。そのため、先日の回答の中で推薦しました候補者
の中には、国立天文台スパコンの意義やその将来の形について話せる方を含
めております。」

ü ご意見、ご助言あればお願いします。
ü 今後も予想される質問。年末の総会で理論懇としての立場を固めるべきか。
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